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第23 回～26回 富 山 医科薬科大学医 学会学術集会 （題名 ）

第23回 特別 講演 平成元年 7 月 14 日 （刈 （ 平 成元年度後期臨床実習夏期補講 に 併催 ）

「脳死 を め ぐ る 諸問題」
杏林大学医学部脳神経外科教授 竹 内 夫

司 会 麻 酔 科 伊 藤 祐 輔

第24回 平成元年1 2 月 2 日 （土） （ 第 6 回 富 山 医科薬科大学医学会総会 に 併催 ）
第 1 部 シ ン ポ ジ ウ ム 「1重傷 マー カ ー の再評価 と 将来展望」

司 会 第 1 内科 矢 野 コ 郎
第 2 生化 藤 岡 基

I 基礎的立場か ら
1 .  HPLC 法 を 用 い た 血清 蛋 白 成分 中 の癌 関連分画 の 検討

第 1 外科 西 出 良
2 . 乳癌 に お け る 癌 遺伝子産物の 免疫 組織学的検討

第 2 外科 田 内 克 典
II 臨床 的立場か ら

3 .  肺癌 に お け る 5 種腫蕩 マー カ ー 測定 の 意義

第 1 内科 水 島 屋邑」C'.

4 .  多変量解析 シ ス テ ム の蹄癌診断へ の 応 用
第 3 内科 斉 藤 清 一

5 .  前立腺癌 に お け る 各腫蕩マー カ ー 測 定 の 意義
泌尿器科 布 施 秀 樹

6 .  婦人科領域に お け る 腫蕩マー カ ー の 現況
一一ー と く に CA125 に つ い て一一一

産科婦人科 新 居 隆
第 2 部 就任講演

「 肝性脳症 の病態 と 治療」 一一潜在性脳症 を 中 心 に 一一
第 3 内 科 教授 渡 辺 明 治

司 会 附属病院長 佐々 木 博

第25回 最終講義 平 成 2 年 1 月 30 日 （月）
「 ウ イ ル ス 学」 ウ イ ルス 教授 庭 山 清八朗

司会 細菌 ・ 免疫 小 西 健 一

第26回 平成 2 年 3 月 2 日 倒 （ 第 4 回 富 山 医科薬科大学電子顕微鏡 懇話会 に 併催 ）
ト 特別 講演

「Cellular sites of actions of steroid hormones , Use of autoradiography 

for their identification」
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North Carolina 大学医学部細胞生物 ・ 解剖l学教授

司 会 第 2 解剖

Walter E. Stumpf 

高 屋 憲 一
2 .  一般講演

1. Application of radioisotope-labeled lipid microspheres as a drug 

delivery system -where are microspheres found in EM ? 

RI Laboratory Honda T. 

2.  The elemental composition of cell organelles as studied by X-ray 

microanalysis using fresh frozen dried ultrathin sections. 

Anatomy 2 Takaya K. and Ishikuro T.  

3. Transformation of transplantable Mastomys’ gastric cartinoid cells 

into rhabdomyocytes. 
Surgery 2 Karaki Y. and Sawataishi M. 

4. Ultrastructures of experimental thymoma. 

Surgery I Sugiyama S., Takano T. and Wang Y. 
5. Ultrastructural study on secretory glycoconjugates of pancreatic cancer 

cells. 

Internal Medicine 3 Nishimura N., Kubota Y., Saito S., Inoue K. and 

Watanabe A. 

6. The reaction of sera from patients with mixed connective tissue 

disease with acid phosphatase positive phagocytes in the red pulp 

of the murine spleen. 
Internal Medicine 1*, Anatomy 2** Kamitani T九 Yano Sへ and

Takaya K**. 
7. Immunocytochemical study of S- 100 protein positive adherent cells 

obtained from human tonsils. 
Pathology γ Oral and Maxillo・Facial Surgery柿， Japanese Oriental I』iedicine*

Kawaguti M*. Ishizawa S*., Shimoda F＊紳. ， Okabe H **., Sakai T＊� and Koizumi F*. 

8. Findings in pericardia! pore formation. 

Anatomy 1 Fukuo Y. 

9. Scanning electron microscopic study of pil i  torti (twisted hairs). 
Dermatology Maruyama T., Kanei A., Takahashi S. 

and Morohashi M. 

第 3 回 富 山 医 科薬科大 学電子顕微鏡懇話会 （題名 ）

日 時 ： 平成元年 9 月 12 日 （刈

特別 講演
メ チ ル水銀 に よ る 口 蓋裂の誘発 と そ の機序

熊本大学医学部解剖学第 3 講座教授 藤 本 十四秋
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